


作業を通して身につけた国際コンピテンシーと

汎用コンピテンシーは、２年、３年次の正課の

英語授業で役立つはずだ。また、全ての学外研

修に順序良く参加することで、各研修で身につ

けたコンピテンシーを次の研修でさらに磨き、

深めることができるであろう。

６．まとめ

大学の正課外教育（または準正課教育）の充

実と、正課と正課外の密接な連動の「見える

化」が重要視されている。2014年開設の文教大

学経営学部においても、多様化する学生の個性

や能力や需要に対応する為、様々な正課外の教

育プログラムが整備されてきた。しかし、各プ

ログラムの教育目標設定は明確になされている

とは言い難い。また、正課と正課外教育の密接

な連動の「見える化」は手つかずの状態であっ

た。

そこで本稿では、まず学部生の国際性啓発を

目的とした正課外の学外研修に焦点を合わせ、

筆者が整備・実施に携わった「英語・英国文化

体験研修」「アドバンスト・プログラム」「北米

企業研修」について概略を述べた。続いて「北

米企業研修」に的を絞り、研修後に学生に課し

たレポートを分析することで、正課外の学外研

修の効果や重要性を明示した。さらに、この結

果を踏まえ、３つの学外研修を正課の英語科目

と照らし合わせ、明快な目標の設定を試みた。

そして最後に、正課と正課外教育の潜在的な関

係、すなわち連動性の可視化を試みた。

学外研修は、正課外ならではの自由な教育プ

ログラムに創り上げることが可能である。国内

で英語漬けの環境を提供することも、海外に渡

航して教室では決して味わうことのない本物の

「悔しさ」や、安全を確保したうえでのちょっ

とした「ピンチ」を経験させることもできる。

英語が伝わらない「もどかしさ」や、どうして

もっと英語力を鍛えてこなかったのかという

「後悔」、これからは努力しようという「意欲の

高まり」、「カルチャーショック」など、学外で

の教育プログラムならではの効果は、想像以上

に大きいことがわかった。

従来、正課外の教育は、正課教育を補完する

ものとして考えられてきた。しかし、型にはま

らない正課外の教育は、学生が社会の一員とし

て生きていくスキルを育成する理想的な場であ

る。グローバル化が急速に進んだ現代社会にお

いて、本稿で取り上げたような正課外教育は、

より重要性を持つであろうし、さらなる展開と

活性化が必須となるであろう。ただし、正課外

教育は「正課の授業内容と社会との関わり」を

学生に実感させることを目的としていることを

決して忘れてはならないと思う。
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The Importance of Co-curricular Camp Activities

Abstract
There is a growing recognition that universities should provide not only strong academic knowledge

and skills but also opportunities to develop the range of skills and attributes that are important for

graduates. This is why improvement or creation of co-curricular activities has been attracting a lot of

interest since they complement academic curriculum by offering true and practical experiences outside

a typical pen and pencil classroom. Also, it is becoming extremely difficult to ignore a connection

between academic curriculum and co-curricular activities.

In this paper, three co-curricular camp activities that aim to enhance studentsʼ global skills and

cultural awareness were reported first. The camp activities were organized for students of the Faculty

of Business Administration of Bunkyo University, and the author is involved in the projects to organize

them. Next, results of an open-ended questionnaire, which was conducted after one of the

co-curricular camps, were analyzed to reveal the importance or values of such camp activities. Then,

based on the findings of the analysis, the author tried to set specific educational objectives for each

co-curricular camp activity as they have been conducted without definite objectives. Finally, the

connections between the academic curriculum and the co-curricular camp activities offered by the

faculty are examined and visualized.
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